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日本からの派遣者5名を含む42名が参加して、 AfricanPrimatological Consortium （アフ リカ霊長類研究コンソ
ーシアム）の第2四年次総会と第2回ワークショップを、コンゴ民主共和国キンシャサ市とウガンダ共和国マケ
レレ大学で8月23B～26日の4日間開催したe 総会では、本事業の7つの拠点期間のほか、 アフ リカ 6カ園、
アフ リカ以外 2カ国の研究者が各自の研究成果を発表したc また、今後 APCの活動を発展させていく ための方
針が話し合われ、 本コンソーシアムの性格をよ り明確にするため、名称を A企IC叩 PrimatologicalConsortium for 



















本事業は、人聞の進化を明らかにする目的で、 世界初となるヒト科3種 （人間 ・チンパンジ ・ー ボノボ）の心
の比較を焦点とした霊長類研究を総合的に推進し、人間の f心の健康Jを支えている進化的基盤を解明するもの
である。ヒト科3種の比較認知実験としては、 全米動物園連盟の協力のもと、北米から平成25年度にボノボ4個
体を輸入したのに引き続き、平成 28年度にも 2個体を新たに導入して合計6個体になり、 これらを使ってチン
パンジーとの比鞍研究を続けているc この事業に伴って、 霊長類研究所のチンパンジー研究施設と熊本サンクチ




(2名）、外国に常駐する研究員 （2名）、外国語に堪能な職員 （2名）を配置して、 英語による研究教育を充実
させた。こ うした研究の基盤を支える研究資振として、 霊長類研究所が保有する 12種約 1200個体の飼育下サル
類の健康管理に万全を期する飼育 ・管理体制を確立しているc 霊長類、研究所で累代飼育しているチンパンジー親








大学ウイノレス ・再生医科学研究所との連携事業として組織したものである。 事業実施期間：平成 25年 4月 1日











となった。驚いたことに、 単球や穎粒球といった CD4Tリンパ球以外の血球細胞にも HTLV-1/STL＼んlブロウイノレ
スゲノムが存在し、造血幹細胞に感染したHTLV-1/STLV-1が犠々な血球細胞にも移行することが示された。これ
らは、 これまでの常識を覆す重要な知見と考えられた0 2）ニホンザノレにおける顕著に高い STLV-1感染率の原





SRVの抗体検査に関しては、 市販のキットによる ELISAを行ってきたが、 ELISAキットのロット聞でのバラ
ツキが大き く、 非特異的反応により判定が困難な場合もしばしば認められたc また、リ コンビナント蛋白を用
いたウエスタンプロットも同様で、 安定した検査法で‘はなかったc そこで、 合成ペプチ ドを用いて抗原エピ ト
ープを特定し、よ り高感度で特異性の高い抗体検査法の開発を行った。その結果、数種の合成ペプチドを用い










3) サノレフォーミー ウイノレスに関する研究 （岡本）
フォーミー ウイノレス （FV）は、レトロウイノレス科のスフマレトロウイノレス亜科に属し、 ヒト以外の霊長類、ワ
シ、ワマ、ネコ等の動物にて独自の型を保持しているc 霊長類で見られる型はSFVとよばれ、野生において高
確率で陽性であり、 宿主と共進化していると考えられている。そこで、 霊長類研究所で飼育されている産地の
異なるニホンザノレについて、 SFVを網羅的に調査したc その結果、 霊長研内のニホンず／レにおいても数タイプ
のSFVが保持されていること、 同一個体に複数のタイプの SFVが感染していること、 ヤクザノレに感染している
SFV は本州のサノレの SFVより早く分岐していること等が明らかとなった。
4) アカゲザノレを用いたエイズモデノレによるワクチン開発研究 （ウイノレス ・再生医科学研究所： 三浦）
これまでに、 エイズの原因ウイノレスであるヒト免疫不全ワイノレス l型 （HI¥ん1）の感染モデ〉レとしてサル免疫
不全ウイノレス（SIV）や、それらの組換えウイノレスであるサノレ／ヒト免疫不全ウイノレス（SHIV）のアカゲ、ザルへ
の感染動態と免疫応答について長年研究を行ってきたc 一方、 SIV遺伝子を発現する BCGベクターとワクシニ
アウイルスベクターを組み合わせて免疫することにより、SIVの感染防御効果が得られることを示唆する予備的












5.霊長類学 ・ワイルドライフサイエンス ・リーディング大学院 (PWS)
プログラム ・コー ディネータ ・ー 松沢哲郎（高等研究院 ・特別教授）
平成25年 10月 1日に採択され発足した当プログラムは、 日本の他の大学に類例のない、 フィーノレドワーク
を基礎とするプログラムである。 学内の研究者に加えて、環境省職員、 外交官、地域行政、法曹、国際NGO、
博物館関係者などからなるプログラム分担者をそろえ、 3つのキャリアパスを明確に意識した体制を構築したc
採択当初から L3編入制度を導入していることによ り、平成 29年度は5学年 35名の履修生がそろい、6名の
仮修了生および l名の修了生を輩出した。欧米などからの外国人履修生は 14名 （41%）にのぼり、 前年度に引
き続き、 申請当初の目標を達成したc
1）プログラムの実施 ・運営 ・
必修の8実習 「インターラボJ 「幸島実習J 「屋久島実習j 「ゲノム実習J 「比較認知科学実習／動物福祉実
習J f笹ヶ峰実習j 「動物園 ・博物館実習J 「邑主フィーノレドワーク実習jのカリキュラムを実施した。また座
学として、 英語が公用語の「アシュラ ・セミナーjをll回、公用語を定めない 「ブッダ・セミナーJを6回実施




外では、アフリカ、中南米、 インド ・東南アジアという 3つの熱帯林を中心とした野生動物のホットスポットが
挙げられる。履修生は、 Llからすぐに、これらの海外拠点で2～6カ月の中長期にわたって自主企画のフィーノレ
ドワークをおこなった。








・ゲ‘ノム実習 ：屋久島で採取した試料を使って、 様々な実験と解析をおこなう （初心者コース／次世代シーケン





いう f進化の隣人Jを深く知るとともに、そうした日々の体験を通して 「研究j としづ営為を理解する。研究す
る側の日常と、研究される側の日常の姿を見せたい。またこれに加えて、霊長類とは異なる環境に適応してきた
有蹄類であるウマについても、その行動観察などの実習をおこなう。



















生をサポー トした。プログラムの方針 ・運営状況 ・カリ キュラム ・成果 ・履修生の動向などについて、対内外の
情報 ・広報は、すべて一元的に回 （h町 内市W wildli長引ience.org/）に集約して共有したe 年2回開催 （平成28













ニング能力の向上を図り、 出口となる保全の専門家やキュレー ターや、アウ トリーチ活動の実践者の育成につな
げている。 個人的なフィーノレドワークに限らず、大学院生のイニシアチプによる自主企画の取組も奨励し、運営・
実践龍力の福養を図った。具体的には、 「Conserv'Session環境保全映画の上映会と講演会 （月次開催）」や「丸








大学出身者の獲得に努めた。熟慮、のうえで奨励金の給付はおこなっていないが、その代わりに、 r l,、つでも ・ど










ることで、人聞の認知機能の特徴を明らかにすることを目的と しているc 事業期間は平成 26年度から平成 30年
度の5年間である。 国際的な共同研究、セミナー開催、研究者交流をおこなうことで、 各国のもつ研究資源を活
かして比較認知科学研究の国際連携拠点を形成する。 4年度目 となる平成29年度には、 国際連携研究の体制強化
とともに、飼育下の大型華人麓等を対象とした比較認知科学研究、およびアフリカにおける野生チンパンジーの
行動研究をはじめとした野生の大型類人猿等を対象とした比較認知科学研究を、 国際共同研究として推進したG














めたもので、 霊長類 （マーモセット）の高次脳機能を担う神経回路の全容をニューロンレベノレで‘解明するこ とに
より、ヒトの精神 ・神経疾患の克服や情報処理技術の高度化に貢献することを呂的としたものである。 平成26 
年度に採択され、12月よ り研究活動をスター トしたc 平成27年度よ り日本医療研究開発機構 （M伍D）の管
轄となった。霊長類研究所では平成29年度も引き続き、多シナプス性神経回路の解析 ・疾患モデ‘ノレマーモセッ
トの作出・認知課題等の開発などを推進した。また、福島県立医科大学 ・北海道大学・東京医科歯科大学 ・東京
大学・理化学研究所 ・名古屋大学などとの共同研究も推進した。広くマーモセットの飼育・管理の情報や技術援
供も行った。
（文責：中村克樹）
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